
開
拓
余
地
の
大
き
い

東
南
ア
ジ
ア
市
場

　

昨
今
、
日
本
銀
行
に
よ
る
マ
イ
ナ

ス
金
利
政
策
の
導
入
や
少
子
高
齢
化

の
影
響
を
受
け
、
邦
銀
が
国
内
市
場

で
得
ら
れ
る
収
益
は
将
来
的
に
シ
ュ

リ
ン
ク
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、

メ
ガ
バ
ン
ク
は
新
た
な
収
益
源
の
確

保
に
向
け
て
、
海
外
市
場
の
開
拓
を

重
要
戦
略
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
い

る
。
特
に
東
南
ア
ジ
ア
は
多
く
の
人

口
を
抱
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
タ
イ

の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
む
国
が
一
部

で
存
在
す
る
も
の
の
、
相
対
的
に
人

口
構
成
は
若
い
。

　

足
も
と
の
経
済
成
長
は
世
界
経
済

の
平
均
伸
び
率
を
大
き
く
上
回
り
、

将
来
的
な
人
口
動
態
を
考
慮
し
て
も
、

中
長
期
的
な
成
長
が
期
待
で
き
る
。

世
界
的
な
先
進
市
場
で
あ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
、
中
進
国
か
ら
将
来
の
先

進
国
入
り
を
展
望
す
る
マ
レ
ー
シ
ア

の
存
在
が
際
立
つ
が
、
他
の
国
・
地

域
の
場
合
、
成
長
へ
の
伸
び
し
ろ
が

大
き
く
、
市
場
開
拓
の
余
地
も
十
分

に
見
込
ま
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
バ
ン
ク
へ
と

飛
躍
す
る
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ

　
３
メ
ガ
バ
ン
ク
の
東
南
ア
ジ
ア
戦

略
を
比
較
す
る
と
、
質
・
量
と
も
に
、

３
メ
ガ
バ
ン
ク
と
も
に
成
長
著
し
い
海
外
市
場
に
進
出
す
る
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
中

で
も
総
人
口
が
多
く
、
年
齢
構
成
が
若
い
東
南
ア
ジ
ア
市
場
は
、
中
長
期
的
に
も
高
成
長
が

見
込
め
、
開
拓
の
余
地
が
極
め
て
大
き
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
は
、
東
南
ア
ジ
ア

の
主
要
な
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
り
う
る
タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
大

手
地
場
銀
行
の
買
収
を
着
実
に
実
行
し
て
お
り
、
質
・
量
と
も
に
ほ
か
を
圧
倒
す
る
。
今
後
、

東
南
ア
ジ
ア
で
中
産
階
級
層
が
拡
大
す
る
中
、
３
メ
ガ
と
も
に
、
ロ
ー
カ
ル
バ
ン
ク
化
を
通

じ
て
リ
テ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
い
か
に
強
化
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
。
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「
勘
定
系
ク
ラ
ウ
ド
」
の
時
代
が

到
来
へ

　

い
よ
い
よ
「
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
」
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
ク
ラ
ウ
ド
利
用
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

　

３
月
23
日
、
日
本
ユ
ニ
シ
ス
の
勘
定
系
シ
ス
テ

ム
「
バ
ン
ク
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
基
盤
と
し
て
、
日
本

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
「
Ａ

ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
（
ア
ジ
ュ
ー
ル
）」
を
採
用
す
る
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
４
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
公
表

さ
れ
た
。
バ
ン
ク
ビ
ジ
ョ
ン
を
利
用
す
る
地
方
銀

行
は
北
國
銀
行
、
百
五
銀
行
、
紀
陽
銀
行
な
ど
10

行
。
日
本
ユ
ニ
シ
ス
と
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、

シ
ス
テ
ム
更
改
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
ア
ジ

ュ
ー
ル
へ
の
移
行
を
勧
め
て
い
く
方
針
だ
。

　

一
部
メ
デ
ィ
ア
は
、
北
國
銀
行
が
勘
定
系
シ
ス

テ
ム
に
ア
ジ
ュ
ー
ル
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
と

報
じ
て
い
る
。
北
國
銀
行
は
２
０
１
５
年
１
月
か

ら
10
年
間
の
契
約
で
バ
ン
ク
ビ
ジ
ョ
ン
を
採
用
し

て
い
る
が
、
利
用
開
始
か
ら
５
年
後
の
20
年
に
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
が
更
改
と
な
る
た
め
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
ア
ジ
ュ
ー
ル
に
移
行
す
る
と
み
ら
れ
る
。

北
國
銀
行
で
は
こ
れ
ま
で
、
事
務
集
中
化
や
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
金
融
商
品
販
売
な

ど
、
早
く
か
ら
電
子
化
・
合
理
化
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
新
し
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
ア
ジ
ュ
ー
ル
上
で
開
発
し
、
今
夏
を
メ

ド
に
稼
働
す
る
と
公
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
施

策
の
延
長
線
上
に
今
回
の
「
勘
定
系
ク
ラ
ウ
ド
」

が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
金
融
業
界
で
の
ク
ラ
ウ
ド
利
用
は
、

ネ
ッ
ト
銀
行
や
メ
ガ
バ
ン
ク
が
先
行
し
て
き
た
。

つ
い
に
地
方
銀
行
で
も
、
勘
定
系
ま
で
も
が
ク
ラ

ウ
ド
へ
の
移
行
対
象
に
入
っ
て
き
た
こ
と
で
、
幅

広
い
業
態
で
一
気
に
ク
ラ
ウ
ド
利
用
が
進
む
可
能

性
が
あ
る
。
実
際
、
他
の
地
銀
か
ら
も
「
当
行
も

時
期
が
来
れ
ば
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
も
前
向
き
に
考

え
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

他
方
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
で
業
界
最
大

手
の
ア
マ
ゾ
ン
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ
パ
ン
（
Ａ

Ｗ
Ｓ
）
は
２
月
13
日
、
従
前
か
ら
開
設
し
て
い
る

東
京
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
加
え
て
、「
大
阪
ロ

ー
カ
ル
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
を
新
た
に
設
置
し
た
。
勘

定
系
以
外
の
シ
ス
テ
ム
で
Ａ
Ｗ
Ｓ
の
ク
ラ
ウ
ド
利

用
を
進
め
て
き
た
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
や
ソ
ニ
ー
銀

行
は
、「
災
害
対
策
環
境
が
整
え
ば
、
勘
定
系
の

ク
ラ
ウ
ド
移
行
の
可
能
性
は
十
分
あ
る
」
と
の
意

向
を
示
し
て
い
る
。
今
回
、
自
然
災
害
時
な
ど
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、
Ａ
Ｗ
Ｓ

で
も
「
勘
定
系
ク
ラ
ウ
ド
」
が
現
実
味
を
増
し
て

い
る
。

移
行
リ
ス
ク
の
芽
を
摘
む

検
証
作
業

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
型
で
開
発
を
進
め
る
従

来
の
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
開
発
に

時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

開
発
で
も
柔
軟
性
を
欠
い
た
。
一
方
、
ア
ジ
ャ
イ

ル
型
で
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
容
易
な
ク
ラ
ウ
ド
で

は
、
開
発
に
か
け
る
時
間
と
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
、

ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
現
在
の
経
営
環
境
に
適

し
て
い
る
。
金
融
業
界
に
先
行
し
て
ク
ラ
ウ
ド
の

導
入
が
進
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
や
製
造
業
、

小
売
業
な
ど
で
は
、
す
で
に
情
報
系
や
基
幹
系
シ

ス
テ
ム
で
の
利
用
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
勘
定
系
の
ア
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
移
行
に

は
課
題
も
あ
る
。
い
ち
ば
ん
の
ネ
ッ
ク
は
、「
不

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
と
言
わ
れ
る
数
カ
月
に
一

度
程
度
起
き
る
最
大
30
秒
の
フ
リ
ー
ズ
時
間
が
あ

銀
行
の
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
を
採
用
す
る
動
き
が
出
始
め
た
。
こ
れ
ま

で
も
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
銀
行
は
あ
っ
た
が
、
勘
定
系
で
ク
ラ
ウ
ド

を
採
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
本
邦
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
中
、
日
本
ユ
ニ
シ
ス
が
４
月
か
ら
、

同
社
の
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
「
バ
ン
ク
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
基
盤
に
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
を
採
用
し
、
稼
働
検
証
す
る
と
発
表
。
業
界
最
大
手
の
Ａ
Ｗ
Ｓ
で
も
勘
定
系
で

ク
ラ
ウ
ド
を
採
用
す
る
胎
動
が
あ
り
、「
勘
定
系
ク
ラ
ウ
ド
」
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

遂
に
現
実
化
す
る
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
の

ク
ラ
ウ
ド
利
用
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被
相
続
人
の
配
偶
者
の 

居
住
保
護
の
権
利
を
創
設

〔
配
偶
者
居
住
権
〕

　

被
相
続
人
の
所
有
す
る
建
物
で
同

居
す
る
相
続
人
が
被
相
続
人
死
亡
後

も
居
住
を
続
け
る
た
め
、
当
該
建
物

の
所
有
権
を
取
得
し
た
場
合
、
評
価

額
が
高
額
と
な
る
こ
と
で
他
の
財
産

を
相
続
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

特
に
高
齢
の
配
偶
者
に
と
り
、
生
活

資
金
の
確
保
が
難
し
く
な
る
と
い
う

問
題
が
生
じ
て
い
た
。

　

法
案
で
は
、
相
続
開
始
時
に
被
相

続
人
が
所
有
す
る
建
物
に
居
住
し
て

い
た
配
偶
者
に
つ
い
て
、
遺
産
分
割

ま
た
は
遺
贈
に
よ
り
、
原
則
と
し
て

そ
の
終
身
の
間
、
無
償
で
建
物
の
使

用
・
収
益
が
で
き
る
権
利
（
配
偶
者

居
住
権
）
を
取
得
で
き
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
遺
産
分
割
に
お
い

て
、
財
産
的
価
値
相
当
額
を
相
続
し

た
も
の
と
取
り
扱
わ
れ
る
が
、
所
有

権
と
比
べ
て
評
価
額
が
低
額
と
な
る

た
め
、
他
の
財
産
が
相
続
し
や
す
く

な
る
。
な
お
、
配
偶
者
居
住
権
や
居

住
権
付
き
の
建
物
、
建
物
の
敷
地
利

用
権
等
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、

議
論
の
段
階
で
固
定
資
産
税
評
価
額

を
ベ
ー
ス
と
し
た
簡
易
な
評
価
方
法

が
示
さ
れ
て
い
る
（
法
制
審
議
会
民

法
（
相
続
関
係
）
部
会
第
19
回
会
議

資
料
参
照
）。
相
続
税
法
上
の
財
産

評
価
に
つ
い
て
は
、
今
後
通
達
に
規

定
が
設
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

配
偶
者
居
住
権
は
店
舗
や
賃
貸
と

し
て
使
用
し
て
い
た
収
益
部
分
を
含

む
建
物
の
す
べ
て
の
部
分
に
及
ぶ
。

ま
た
、
登
記
（
占
有
は
不
可
）
に
よ

り
相
続
人
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て

も
主
張
（
対
抗
）
で
き
る
ほ
か
、
配

偶
者
は
建
物
所
有
者
に
対
し
て
登
記

手
続
を
す
る
よ
う
請
求
で
き
（
登
記

請
求
権
）、
強
力
な
権
利
と
い
え
る
。

〔
配
偶
者
短
期
居
住
権
〕

　

被
相
続
人
の
所
有
す
る
建
物
で
同

居
す
る
相
続
人
に
対
し
て
は
、
被
相

続
人
死
亡
後
に
そ
の
居
住
を
保
護
す

る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
同
居
相
続
人
（
配
偶
者
に

限
ら
れ
な
い
）
に
は
、
判
例
上
、
被

相
続
人
と
の
間
で
の
居
住
建
物
の
使

用
貸
借
の
合
意
を
推
定
し
て
居
住
を

保
護
す
る
取
扱
い
が
確
立
し
て
い
た

が
、
居
住
建
物
が
他
の
相
続
人
に
遺

贈
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
居
住
を
保

護
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

　

法
案
で
は
、
相
続
開
始
時
に
被
相

続
人
が
所
有
す
る
建
物
に
無
償
で
居

住
し
て
い
た
配
偶
者
に
つ
い
て
、
相

い
わ
ゆ
る
相
続
法
の
改
正
法
案
が
３
月
13
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
約
40
年
ぶ
り
の
抜
本

的
改
正
で
あ
り
、
配
偶
者
居
住
権
・
配
偶
者
短
期
居
住
権
、
預
貯
金
の
仮
払
い
制
度
、
自
筆

証
書
遺
言
の
保
管
制
度
の
創
設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
原
則
と
し
て
公
布
日
か
ら
１

年
以
内
の
施
行
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
の
審
議
の
進
捗
状
況
が
注
目
さ
れ
る
。
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